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本日の会議に付した事件 

 

                      平成２５年第１回山元町議会臨時会 

                      平成２５年２月１日（金）午前１０時 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 提出議案の説明  

日程第 ４ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度山元町一般会計

補正予算・専決第３号） 

日程第 ５ 議案第 １号 山元町立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議案第 ２号 平成２３年度（繰）３号山元町立坂元小学校プール改築工事請負契約

の締結について 

日程第 ７ 議案第 ３号 平成２４年度山元町一般会計補正予算（第９号） 

日程第 ８ 議案第 ４号 平成２４年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第 ９ 議案第 ５号 平成２４年度山元町水道事業会計補正予算（第４号） 

日程第１０ 議案第 ６号 平成２４年度山元町下水道事業会計補正予算（第５号） 

日程第１１ 議員派遣の件について 

                                             

午前１０時００分 開 議 

議 長（阿部 均君）ただいまから、平成２５年第１回山元町議会臨時会を開会します。 

      これから、本日の会議を開きます。 

      報道機関から取材の申し入れがあり、これを許可しております。 

      本日の議事日程は、お手元に配布の通りです。 

            〔議事日程は別添のとおり〕 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、山元町議会会議規則第１２４条の規定により、１１番伊藤隆幸君、

１２番佐山富崇君を指名します。 

                                             

義 長（阿部 均君）日程第２．会期決定の件を議題とします。 

      事務局長に、お手元に配布しております会期日程案を朗読させます。 

事務局長（渡邊秀哉君）はい、議長。 

      会期日程案、月日、曜、会議別、内容の順に朗読いたします。 

      ２月１日、金、本会議、会議録署名議員の指名、会期の決定、提出議案の説明、議案

審議、議員派遣の件について。以上です。 

議 長（阿部 均君）お諮りします。本臨時会の会期は、お手元に配布しておりますとおり、本日

１日限りにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。よって、会期は本日１日限りに決定しました。 
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議 長（阿部 均君）これから、議長諸報告を行います。 

      事務局長に、お手元に配布しております報告書を朗読させます。 

事務局長（渡邊秀哉君）はい、議長。 

      議長諸報告 

      １、議会閉会中の動向 

        １月 ９日 平成２５年船岡駐屯地新春意見交換会が開かれ、出席しました。 

        １月１３日 林農林水産大臣が視察のため訪れ、出席しました。 

        １月１８日 仙南・亘理地方町議会議長会南部ブロック議長会議が大河原町で開 

              かれ、出席しました。 

        １月２４日 宮城県議会、宮城県市議会議長会、宮城県町村議会議長会で復興庁 

              ほか関係省庁を訪れ、震災復興対策に関する要望活動を行いました。 

        １月２４日 亘理・名取地区市町議会連絡協議会主催の議員研修会が名取市で開 

              かれ、青田和夫君ほか議員１１名が出席しました。 

        １月２９日 宮城県町村議会議長会主催の議員講座が仙台市で開かれ、青田和夫 

              君ほか議員５名が出席しました。 

       （総務民生常任委員会） 

        １月 ８日、１８日     委員会が開かれました。 

       （産建教育常任委員会） 

        １月１８日         委員会が開かれました。 

       （議会広報常任委員会） 

        １月２３日、２８日     委員会が開かれました。 

       （議会運営委員会） 

        １２月２０日、１月２９日  委員会が開かれました。 

       （東日本大震災災害対策調査特別委員会） 

        １月１５日         委員会が開かれました。 

       （全員協議会） 

        １月２５日、２９日     協議会が開かれました。 

      ２、長送付議案等の受理 

         当局から議案等７件が提出され、それを受理したので、その写しを配布してお 

        ります。 

      裏面、お開きください。 

      ３、監査、検査結果報告書の受理 

         監査委員から例月出納検査結果が提出され、これを受理したので、その写しを 

        配布しております。 

      ４、説明員の出席要求 

         本臨時会に、お手元に配布のとおり説明員の出席を求めております。 

      以上です。 

議 長（阿部 均君）これで議長諸報告を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第３．これから提出議案の説明を求めます。 
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      町長齋藤俊夫君、登壇願います。 

町 長（齋藤俊夫君）はい、議長。 

      本日、ここに平成２５年第１回山元町議会臨時会が開催され、平成２４年度一般会計

補正予算を初め、各種提出議案をご審議いただくに当たり、各議案の概要等をご説明申

し上げますので、議員各位の一層のご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

      初めに、社会福祉法人山元町社会福祉協議会職員による不祥事問題が発生してしまっ

たことに伴い、町といたしましても、議員各位を初め町民の皆様に多大なるご心配とご

迷惑をおかけいたしましたこと、ここに改めて衷心からおわび申し上げる次第でありま

す。 

      山元町社会福祉協議会は、町とともに町民の福祉向上の一翼を担っていただいてきた

ところであり、今般、職員の不正によって多額の使途不明金を発生させてしまったこと

はまことに残念な事態であると深く受け止めております。とりわけ、社会福祉協議会に

は町と緊密な連携のもと、東日本大震災直後から被災者支援を担っていただいており、

町内外に与える影響は甚大なものがあると認識をいたしております。 

      今後、山元町社会福祉協議会に対しては、事態の重大性に鑑み、早急に原因を究明し、

再発防止策を講じていただくとともに、失われた信頼の一刻も早い回復に全力で取り組

むよう要請してまいります。 

      町といたしましても、監督官庁である宮城県の社会福祉課に指導を仰ぎ、適宜指導・

助言等必要な措置を講じながら、極力住民福祉の低下を招かないよう努めてまいる所存

であります。 

      それでは、本臨時会においてご審議をいただく各議案の概要について順を追ってご説

明申し上げます。 

      まず、承認事案についてでありますが、承認第１号専決処分の承認を求めることにつ

いては、震災直後の混乱期における瓦れきの撤去作業実施に際し、所有者の同意を得な

い施設撤去等に係る損害賠償請求事件について和解あっせんがなされたことから、本案

件に関する調停弁護に要する費用を地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処

分したものであります。 

      次に、一部条例改正議案及び工事請負契約締結議案についてご説明申し上げます。 

      議案第１号山元町立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例については、山元

町小中学校教育環境整備検討委員会における教育環境整備検討調査中間報告及び坂元地

区の保護者、学区民等の意見・要望を踏まえ、教育委員会において平成２５年３月３１

日をもって山元町立中浜小学校を廃止し、山元町立坂元小学校へ統合する決定がなされ

たことを受け所要の改正をするものであります。 

      議案第２号平成２３年度（繰）３号山元町立坂元小学校プール改築工事請負契約の締

結については、折からの資材高騰や技術者等の人員不足により入札不調が相次ぐなど、

議員各位には大変ご心配をおかけいたしておりましたが、先の平成２４年第４回議会定

例会にて追加予算をお認めいただき、３度目の入札に付した結果、請負業者が決定した

ことから議会の議決を求めるものであります。 

      続いて、予算関係議案についてご説明申し上げます。 

      初めに、議案第３号平成２４年度山元町一般会計補正予算（第９号）案について申し
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上げます。 

      歳出予算の教育費については、山下第一小学校中央階段の天井部の吹きつけ材に基準

値を超えるアスベストが含有していることが判明したことから、その除去に要する経費

を追加するものであります。 

      また、債務負担行為につきましては、山元町役場仮庁舎議場音響機器設備に要する経

費及び山元町地域サポートセンター事業業務委託について、それぞれ期間及び限度額を

定めるものであり、漁港施設災害復旧事業については、実施設計の結果、事業費の大幅

な増加に加え、工期の見直しが必要になったことから、それぞれ期間及び限度額を変更

するものであります。 

      以上、歳出予算の内容についてご説明申し上げましたが、これに見合う財源としては、

財政調整基金取り崩しの増額をもって対応するものであり、今回の補正額は約４００万

円を追加し、総額７５５億９，０００万円余とするものであります。 

      次に、議案第４号平成２４年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）案に

ついては、介護保険システム保守に要する経費について、平成２５年４月からシステム

保守を開始するに当たり、事前に契約行為をする必要があることから、債務負担行為と

してそれぞれ期間及び限度額を定めるものであります。 

      続いて、議案第５号平成２４年度山元町水道事業会計補正予算（第４号）案について

申し上げます。 

      債務負担行為につきましては、水道施設定期点検業務及び公用車リースに要する経費

について平成２５年４月から点検業務等を開始するに当たり、事前に契約行為をする必

要があることから、債務負担行為としてそれぞれ期間及び限度額を定めるものでありま

す。 

      最後に、議案第６号平成２４年度山元下水道事業会計補正予算（第５号）案について

申し上げます。 

      債務負担行為につきましては、山元浄化センター等の維持管理業務及び公用車リース

に要する経費について、平成２５年４月から維持管理等を開始するに当たり、事前に契

約行為をする必要があることから、債務負担行為としてそれぞれ期間及び限度額を定め

るものであります。 

      企業債につきましては、下水道使用料収入等の減収見込み相当分に対応する震災減収

対策企業債の借入限度額を引き上げるものであります。 

      以上、平成２５年、第１回山元町議会臨時会に提出しております議案の概要について

ご説明申し上げましたが、各議案の細部につきましては、さらに関係課長等に説明させ

ますので、よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。以上でござ

います。 

議 長（阿部 均君）以上で提出議案の説明を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第４．承認第１号を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

企画財政課長（髙橋寿久君）はい、議長。 

      それでは、承認第１号専決処分の承認を求めることについて、ご説明申し上げます。 

      承認第１号をご覧いただきたいと思います。 
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      平成２４年度山元町一般会計補正予算を地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して専決処分をいたしました。これを報告し、承認を求めるものでございます。 

      今回の内容につきましては、東日本大震災による瓦れきの撤去作業中に所有者の同意

を得ることなく施設撤去を行ったということで損害賠償の請求がございました。その件

につきまして仙台弁護士会の紛争解決支援センターより震災ＡＤＲ、いわゆる裁判外紛

争解決手続による和解あっせんがございました。そのことに伴いまして和解調停に伴う

着手金等の弁護士費用について補正したものでございます。 

      １枚、おめくりいただきたいと思います。 

      専決処分書でございます。一般会計補正予算は急を要するので、地方自治法第１７９

条第１項の規定により専決処分をいたしました。日付は平成２５年１月１０日となって

ございます。 

      もう１枚、おめくりいただきたいと思います。 

      補正の内容でございます。歳入歳出予算の補正の規模でございますが、それぞれ１７

万８，０００円を追加いたしております。それによりまして総額が７５５億９，５９６

万３，０００円となってございます。 

      詳細について説明させていただきます。 

      ６ページ、歳出の方からご説明いたします。６ページをご覧いただきたいと思います。 

      ３歳出、第２款総務費第１項総務管理費のうち諸費でございます。委託料といたしま

して１７万８，０００円を同額補正いたしております。こちらは訴訟事務委託料という

ことで、弁護士費用に対する着手金等について増額補正をしているものでございます。

この歳出に合わせまして、５ページの歳入をご覧いただきたいと思いますが、基金繰入

金につきまして財政調整基金を１７万８，０００円取り崩しているというような状況で

ございます。 

      以上が承認第１号専決処分の内容でございます。よろしくご審議の上、ご承認いただ

きますようお願い申し上げます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。――質疑はありませんか。 

６番（遠藤龍之君）はい、議長。 

      和解あっせん案の内容についてお聞きします。 

企画財政課長（髙橋寿久君）はい、議長。今現在、和解あっせんに基づく手続中でございまして、

いわゆる係争中ということから基本的な事実関係についても主張の違いがあるという状

況でございます。したがいまして、現時点でその和解あっせんの内容について説明する

ことは難しいところでございますので、ご理解いただければと思います。 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）これで質疑を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから討論を行います。――討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）討論なしと認めます。 
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議 長（阿部 均君）これから承認第１号専決処分の承認を求めることについてを採決します。 

      お諮りします。本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、承認第１号は原案のとおり承認されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第５．議案第１号を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

学務課長（菅野寛俊君）はい、議長。 

      議案第１号山元町立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例をご説明申し上げ

ます。 

      お手元に配布しております資料№１、条例議案の概要によりご説明いたします。 

      本案件は、東日本大震災で被災し、現在坂元小学校に併設しております中浜小学校を

平成２５年３月３１日をもって廃止し、坂元小学校に統合するため本条例を改正するも

のであります。 

      １．改正の内容でございますが、本条例中、山元町が設置する小中学校の名称及び位

置を規定しております第２条の表から中浜小学校の名称及び位置を削除するものであり

ます。 

      議案の３ページの新旧対照表をご覧いただきたいと存じます。 

      第２条の表の一番下に中浜小学校の名称と位置が規定されておりますものから、その

部分を削除する改正でございます。 

      概要に戻りますが、本改正条例の施行期日でございますが、平成２５年４月１日であ

ります。 

      以上、議案第１号山元町立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の説明とい

たします。よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いいたします。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。――質疑はありませんか。 

１１番（伊藤隆幸君）はい。坂元地区の保護者、学区民の意見・要望を踏まえて教育委員会におい

て平成２５年３月３１日、その内容等をお知らせしてほしいと思います。 

教育長（森 憲一君）はい。ご説明を申し上げます。 

      内容等ということでございますけれども、このことにつきましては、これまでも、ま

た先の特別調査委員会等でもご説明を申し上げてきたところでございますけれども、震

災によりまして中浜小学校の児童数が激減をしたところでございます。一方で、中浜小

学校の校舎もご案内のとおり大打撃を受けまして、そこの場所で再建、再開することは

不可能というふうなことで文部科学省の方からもそういうふうな通知をいただいてきた

ところでございます。 

      その後、震災直後、４月２５日から坂元小学校の校舎、つまり一つ屋根の下に二つの

学校が併設をするという形で授業を展開し、とりわけ中浜小学校の児童数が減尐したも

のですから合同授業という形で進めさせてきていただきました。 

      その後、この検討委員会を立ち上げて中浜小学校をどうしたらいいものかということ

で検討をし、初めは対等統合ということでお話をしてきたところでございますけれども、
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坂元地区の方々からは、どうして坂元小学校を閉じなければならないのかというふうな

ご意見等が多数ございまして、その後、教育委員会等でもう一度議論をし、最終的には、

先ほど課長が申し上げましたような形で決定をしたところでございます。したがいまし

て、今までの中浜小学校をこの時点で廃止させていただいて、今後坂元小学校に統合し

て新たなスタートを切っていくという内容のものでございます。ご理解をいただければ

というふうに思います。 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）これで質疑を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから討論を行います。――討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）討論なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから議案第１号山元町立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例

を採決します。 

      お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第６．議案第２号を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

学務課長（菅野寛俊君）はい、議長。 

      議案第２号平成２３年度（繰）３号山元町立坂元小学校プール改築工事請負契約の締

結についてをご説明申し上げます。 

      お手元に配布しております資料№２、議案の概要によりご説明いたします。 

      本案件は、東日本大震災で被災した坂元小学校のプール改築工事に係る災害復旧工事

を行うに当たり、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を要するの

で提案するものであります。 

      項目及び内容についてご説明いたします。 

      １．契約の目的は、平成２３年度（繰）３号山元町立坂元小学校プール改築工事でご

ざいます。２．契約の方法は、指名競争入札です。指名業者数は５社でございまして、

その業者名は別紙裏面記載の業者、５業者でございます。３．契約金額は、一金８，９

１４万５，０００円、消費税含むでございます。なお、落札比率は９０．０５パーセン

トでございました。契約の相手方は、仙台市青葉区上杉五丁目３番３６号、株式会社熊

谷組東北支店、支店長渋川 智です。５．工事の場所は、山元町坂元地内です。坂元小

学校校舎東側となります。６．工事の概要ですが、プール一式として２５メートル掛け

る５レーンのプールを建築します。また、附属等として、男子、女子それぞれの便所、

更衣室を、及び機械室を建築するものです。７．工期ですが、契約の翌日から平成２５

年３月２９日までとしております。 
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      以上で、議案第２号平成２３年度（繰）３号山元町立坂元小学校プール改築工事請負

契約の締結についての説明といたします。よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお

願いいたします。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。――質疑はありませんか。 

 ４番（菊地八朗君）はい。小学校のプールなので高学年、低学年の、前回、山下小学校のプール

のときも問題があって一応指摘して対策をしたと思うんですが、今坂元小学校のプール

の概要について、この５レーンの中でやはり低学年、高学年のその配慮はされているの

か、お伺いします。 

学務課長（菅野寛俊君）はい、議長。ただいまの質問にお答えいたしますが、議員おっしゃるとお

り、山下小学校と同じようなタイプで今回は建設させていただきたいと思っております。

坂元小学校は従前のプールは低学年用の小プールと、あと高学年用の大きなプールと二

つのプールで建築しておりましたが、今回は山下小学校と同じような形で５レーンのう

ち１レーンを水深７０センチでございます。あと高学年につきましては１メートルから

１メートル２０センチということで中央部が深くなるという形の構造で今回は建築させ

ていただきたいと考えております。 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

１０番（岩佐 隆君）はい。ただいま課長の方から説明あった中で、具体的にこれ入札不調が相次

いでおったんですよね。それで、今回の予定金額等の実際にどのくらい差があったのか、

前回と。そして、その差額の中で、この提案理由に資材の高騰という形で示してありま

すけれども、どのくらいの、今回、５社に指名して落札したという形ではありますけれ

ども、資材の高騰の分がどのくらい予定価格に反映されているのか、実際に。差額があ

りますよね。その差額の中でどういった部分が今回、予定価格の中で出てきて、今回落

札するようになったんですけれども、それを何でお話しするかというと、やはり入札不

調が続くということは事務が何回も同じような形でやるという、あるいは指名委員会も

何回も開かなくてはだめだということなので、やっぱりきちっとした形で予定価格を設

定しながら入札不調がないような形で、全体の原価計算を含めた形での入札に挑むと、

それが私はベストだと思うんですけれども、今回の落札の中での、今までの経緯も含め

た高騰の金額の部分、そして差額の部分、あるいはどういった内容で予定価格を設定し

たのか、その辺についてご答弁いただければなと思います。 

学務課長（菅野寛俊君）はい、議長。ただいまのご質問の中で、まず１点といたしまして、まず今

回の設計の中への価格の反映でございますけれども、実は、やっぱり今回の災害によっ

て県の単価というものが実勢の価格まで追いついていないということで、県の単価で積

算してもなかなか入札には応じられないというところでございました。 

      今回、大きくはその中でコンクリート型枠などにつきましては、その主要資材となる

ものについては今回、見積もりを徴して、それを単価に組み込んで、もう一度設計を見

直したということでございます。コンクリートにつきましては、３６から３９パーセン

トくらい上回っていると。あと、型枠では９６から１３０パーセントくらいの何か開き

があるということで、それらの単価を反映した形で設計を組み直しをした上で今回は見

積もりを受けたやつを算定したというところでございます。これで予定価格につきまし

ては９，４２８万３，０００円、消費税を含めますと９，８９９万７，１５０円という



- 9 - 

予定価格を設定させていただきまして、その中で先ほどの落札８，９１４万５，０００

円、落札立９０．０５パーセントというような状況になったところでございます。 

１０番（岩佐 隆君）はい。今のお話を聞くと、今までの積算の単価、それの中で実際に原料の単

価、それを考えて、一応実勢価格に合わせた設定をして、それで今回の予定価格を出し

たという形でよろしいんですね。 

      それで、これは町長へですけれども、県なんかでも実際に不調が相次いで、今なかな

か実際に工事をしたいという形で発注しても、なかなか工事業者がないという形につな

がっていると。当町でもそういう形に実際なっているわけですけれども、これからやっ

ぱり積算単価を出すときに、今のお話で出てきた実勢価格をきちっとやはり、県単価と

いう形で今まで見積もりしていたと思うんですけれども、実勢価格に合わせた形のやっ

ぱり予定価格の設定をしながら、できるだけ入札事務なり、あるいは事業を効率化させ

て早く事業執行ができるような、そういった形にしていくと、それが私は望ましい事業

進行の形だと思いますので、その辺についてご答弁をいただければなと思います。 

町 長（齋藤俊夫君）はい。お答え申し上げます。 

      先ほど担当課長からもお答えいたしましたとおり、やはり実勢単価との乖離をいかに

圧縮できるかということが大切だと認識しておりますので、そしてまたこういう問題、

県内の自治体すべからく共通した問題でもございますので、ここは県なり、あるいは復

興庁との意見交換の中でも、それぞれ各自治体共通の思いで問題提起をしながら改善を

要望をしているところでございますので、引き続き要望を継続する中で、できるだけご

指摘のような速やかな事務処理、執行ができるように努力してまいりたいというふうに

考えております。 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

 １番（青田和夫君）はい。今説明ありましたけれども、この中で町長の説明書の中で資材高騰と

いうことがうたっております。その中で聞きたいのは、スライド条項がこれ適用されて

いるのかどうか。ついているのであればそれで結構ですから。そこの辺を町長にお伺い

します。 

副町長（成田隆一君）はい。先ほど学務課長からご説明申し上げましたように、かなりの開きがあ

って、基本的には三省単価、五省単価で、県もそれを整理しながら町は右倣えしており

ますけれども、それに追いつかない、今青田議員ご指摘のスライド条項が入って、それ

でスライド条項が追いつかない部分につきましては見積もり単価でやれるというふうな

形で、今回の場合はその見積もり単価という実勢単価を採用しているというふうなこと

でございますので、スライド条項よりもかなり何かアップしているというところがござ

いますので、ご理解いただきたいと思います。 

 １番（青田和夫君）はい。副町長、俺聞いているのは、契約条項の中のスライド条項がなってい

るのかということを聞いているのであって、今の工事請負書の中の話ししているんです

よ、俺、今。副町長はわかっているすぺ。 

副町長（平間英博君）はい。ただいま青田議員からのご質問でございますが、発注時、業者が受注

後に工事を進めるに当たって、その後の資材の高騰、あるいは人件費の高騰、そういっ

た部分で業者からの事前の辞退がないように契約時には物価スライド条項を入れまして、

それで工事着手後、異常な高騰がありましたら、受注業者と協議を行いながら円滑な執

行ができるように、調整できるように契約にうたわせていただいております。（「わかり



- 10 - 

ました」の声あり） 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）これで質疑を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから討論を行います。――討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）討論なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから議案第２号平成２３年度（繰）第３号山元町立坂元小学校プール改

築工事請負契約の締結についてを採決します。 

      お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。    

よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第７．議案第３号を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

企画財政課長（髙橋寿久君）はい。それでは、議案第３号についてご説明申し上げます。 

      議案第３号をご覧いただきたいと思います。 

      平成２４年度山元町一般会計補正予算（第９号）でございます。 

      今回の補正規模でございますが、歳入歳出の予算総額に４０３万円を追加いたしまし

て、総額を７５５億９，９９９万３，０００円とする補正となってございます。それに

合わせまして債務負担行為の追加変更を行ってございます。 

      詳細をご説明いたします。８ページをお開きいただければと思います。 

      歳出の方からご説明させていただきます。 

      ３歳出、第１０款教育費でございます。第２項小学校費でございます。学校管理費に

つきまして工事請負費といたしまして４０３万円を計上してございます。こちらは山下

第一小学校の改修工事請負費ということでございますが、詳細につきましては、お手元

の予算附属説明書をご覧いただきたいと思います。こちらの３ページをお開きいただけ

れば詳細が記載されてございます。補正予算附属資料３ページでございます。 

      山下第一小学校改修工事請負費ということで、第一小学校の学校内の中央階段の天井

部にアスベストが含有している吹きつけ材が発見されたということから、この除去工事

を行う費用でございます。これは１２月のアスベスト含有分析調査の結果、基準値を上

回るものが確認されたということから急遽工事を行うことになりました。児童の休みで

ございます春休み期間を利用いたしまして、約１０日間程度で工事を行うというもので

の補正でございます。除去面積は４５平米ということになってございます。写真等もご

覧いただければと思います。 

      以上が歳出の内容でございます。 

      お戻りいただきまして、予算書、７ページ、歳入でございます。この工事請負費に充

当いたします財源といたしましては、財政調整基金の繰入金ということで４０３万円を
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取り崩すということでの補正となってございます。 

      以上が予算でございますが、続いて債務負担行為についてご説明させていただきます。 

      債務負担行為は、予算書３ページをお開きいただければと思います。また、あわせま

して補正予算附属の資料説明書もご覧いただければと思います。ページ数でいうと、ま

ず１ページからになるのでご覧いただければと思います。 

      債務負担行為の補正でございます。追加でございます。 

      まず、第１件目が山元町役場仮庁舎議場音響機器整備に要する経費といたしまして、

期間が平成２４年度から平成２５年度まで、限度額が３４５万円ということで計上させ

ております。内容でございますが、附属資料の１ページをご覧いただきたいと思います。

仮庁舎の議場のマイク、録音機器整備に関する費用について予算を計上してございます。

現在の議場のマイク等は無償で使用していると、借用しているということから、これは

期間満了になるということで、新年度から新たな機器で整備を行うということから今回、

債務負担行為を設定しているというものでございます。補正内容といたしましては、有

線マイクのシステム一式及びスピーカー２台ということになってございます。これは４

月１日からのスムーズな事業の着工を図るということから契約行為のための債務負担行

為の設定ということでご理解いただければと思います。 

      続きまして、附属資料をおめくりいただきまして、２ページでございます。 

      山元町地域サポートセンター事業業務委託、これも債務負担行為を追加してございま

す。期間は平成２４年度から平成２５年度まで、限度額は２，６４６万１，０００円と

いうことでございます。これもご覧いただければと思いますが、地域サポートセンター、

仮設住宅等で配食サービス、サロン事業を行ってございます。こちらも継続事業でござ

いまして、これも４月１日からのスムーズな事業の実施継続を図ることから契約行為の

ための債務負担行為の設定ということで今回計上させていただいております。 

      以上が追加でございます。 

      続きまして、４ページをお開きいただければと思います。附属資料につきましては、

４ページから５ページになるかと思いますので、ご覧いただければと思います。 

      変更、漁港施設災害復旧事業を変更してございます。債務負担行為の変更でございま

す。補正前が平成２５年度まで、限度額が３億３，９００万円でございましたが、補正

後は、期間が平成２５年度から平成２７年度まで、限度額を８億８，０００万円と変更

してございます。 

      この理由につきましては、こちらの説明書をご覧いただければと思いますが、磯浜漁

港の災害復旧工事につきまして詳細な現地調査、実施設計を行ったところ、査定額に対

しまして大幅な増額があったということから今回、限度額を上げまして、さらに工事期

間を延長した債務負担行為の変更を行っていると、そういう状況でございますので、ご

理解いただければと思います。 

      以上が議案第３号、第９号補正予算の概要でございます。よろしくご審議の上、ご可

決賜りますようお願い申し上げます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。――質疑はありませんか。 

 ３番（渡邊 計君）はい。ただいまの説明の中で山下第一小学校の改修工事の件なんですが、こ

れ平成２４年、要するに昨年の１２月に調査してアスベストが含まれているということ
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がわかったということなんですか。 

学務課長（菅野寛俊君）はい、議長。企画財政課長がご説明いたしましたとおり、山下第一小学校

の方から昨年１１月に吹きつけ材があるということがお話がありまして、１２月にその

吹きつけ材の方を調査に委託しまして、そこで基準値を上回る含有のアスベストがあっ

たということが判明したところでございます。 

 ３番（渡邊 計君）はい。そうしますと、それまでは全然調査していなかったということだった

んでしょうか。といいますのは、山下小学校のやっぱり同じアスベストが含まれている

ことで、今、１７、８年前にたしか工事していると思います。そのときには第一小学校

は全然やっていなかったというか、調査しなかったということなんですか。 

学務課長（菅野寛俊君）はい、議長。議員おっしゃるとおり、町内の小中学校のアスベスト調査に

つきましては平成１７年度に実施いたしました。山下小学校につきましては、その際に

教室の梁に吹きつけ材が確認されて、調査したところ基準値を上回っておったものです

から平成１８年度に除去工事を行ったところでございます。その際、山下第一小学校に

つきましても設計図書及び現地確認の調査を行ったところでございましたが、当時、そ

の確認がその部分なされなかったという事実でございます。（「はい、了解しました」の

声あり） 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

１０番（岩佐 隆君）はい。４ページの債務負担行為の補正で、変更で、これ漁港の施設の災害復

旧の事業、これについて詳細に一応、この補正予算の附属説明書に書いてありますけれ

ども、実際に予算を組む中で倍の予算になっているという形なんですけれども、実際に

最初補正、債務負担行為を出したときに、ある程度の復旧事業、ただ復旧事業であって

も適当に予算を出しているわけではないと思うんですよね。その辺の見込みの、前段の

見込みの考え方がどうだったのか、まずお話をお聞きしたいと思います。 

まちづくり整備課長（森 政信君）はい、議長。当初、限度額を設定した際の積算の方法につきま

しては、査定時におきまして各工種の標準断面に基づく延長等による積算としておりま

した。それらを現地、実施測量を再度行いまして詳細な断面等を確認し、ボリューム等

を積算いたしましたところ、ブロック等の増、あるいは工事量の増等が確認され、この

ような変更内容となってございます。以上でございます。 

１０番（岩佐 隆君）はい。当初の債務負担行為を設定する中でも標準断面の延長の調査をしたと。

そして、もう一回、詳細に延長の調査をした中で延びているという形でお話を伺ったん

ですけれども、震災当時からだんだん延長が延びてきたのか、その工事部分が、それと

もその中で最初に標準断面の延長を見たときに、なかなか見つからない部分があって、

それが今回、詳細調査の中で、あと隠れた部分が出てきたということなのか、その辺が

全然今の説明でないので。 

まちづくり整備課長（森 政信君）はい、議長。当初設計におきましては標準断面による積算延長

を掛けたものでございましたが、実施におきましては音響測深機や実際に凹凸、あるい

は水深等の深さから工事量を把握いたしますと、想定できなかった水深でのブロックや

基礎構造の部分が増加され、そういった工法等の増量も発見され、このような積算金額

と変更になっております。 

１０番（岩佐 隆君）はい。あと、結局いろいろな調査の中で工事費がふえたりするというのは、

しようがない部分ではあると思うんですけれども、ただ余りに金額が大き過ぎると、倍
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になっているということですので、きちっと当初の中で、標準断面の延長だけでなく、

ある程度詳細って、どのくらいまでの詳細なのかわからないけれども、倍になるような

形の工事費で、あと変更しないような形の当初の予算の設定の仕方、それは私は必要だ

と思うんですよ。国の予算でこういう形でなければ、国庫予算でなければ倍の予算でな

んか、通常町が絡む予算で、あるいは県が絡む予算で全体事業ができるわけないので、

その辺は十分にきちっと当初予算の段階で、倍の予算になるような形でないような予算

の設定、きちっとしていただくような、そういった方向で当初予算を組んでもらうよう

な、そういった方向をきちっと予算を組む段階で考えてもらわないと、ほかの議会でも

余り変更額が大きいから否決なんていう話も出ているようですけれども、我々に関して

今説明を受けた中では、そういうことは内容的にはないと思いますけれども、実際に倍

の予算というのは大きいと思うんですよ。十分その辺、これから予算を組む中できちっ

とやっぱり対応をすべきだと思いますので、その辺の見解、よろしくお願いします。 

副町長（成田隆一君）はい。岩佐議員のご指摘、確かに大変大きな変更額となるというふうなこと

で、事前の調査等に関しましてのご指摘、ごもっともと思います。今回のは陸上ではな

く海上というふうなことで、これ査定官の方も、もともと時間的な余裕とかそういうの

がなくて標準的な査定をしたと、こういう経緯がございまして、そのときの査定の条件

といたしましては、後で詳細調査の結果で変更採択をするというようなことで今回、詳

細の調査をし、その結果に基づいて国の方からこの増額を認めていただいたと。特に、

これは我々の漁港だけじゃなくて、例えば釜石だとか、大船渡とか、それから隣の相馬

なんかもそうですけれども、海岸線に近いところは比較的調査は見てできるんですけれ

ども、海の中に入っていきますと、外防の防波堤みたいなところですと潜水夫を入れた

りとか、そういう形態で測定していかないと詳細な調査ができないというふうなことで、

その辺は査定官もある程度、過去の経験からそういうところがわかっておったようでご

ざいまして、再度の調査に基づいて変更するというふうな、こういう要件のもとで査定

を受けた経緯がございますので、そういうことでご理解いただければと思います。 

１０番（岩佐 隆君）はい。理解しないわけではないんですよ。ただ、余りにも違い過ぎるという

点、あと海の中の事業でやるというのは、もうこの事業の中での当たり前の話ですから、

前段の話ですから、当初予算を組む中で。そして、議会に対しても、今副町長がおっし

ゃったように、いや、海の中のことなので詳細設計してから、また変更しますよなんて

いう説明、我々は受けていないんですよね。しましたか。していないでしょう。だから、

そういうことも含めて工事費が倍になっているという形を考えたときに、やはり今、海

の中の仕事というのも、きちっと最初からわかっていることなので、その辺も加味した

中でのやはり予算額の設定をすべきだと。ただ、それは海の中で調査する中で、やはり

変更する部分についてもしようがない部分もあるので、ただやっぱり倍になるというの

は、やはり事業の中で問題があるので、その辺は十分にこれから精査しながらやってほ

しいという形でお話ししているんですね。それを最初は詳細調査の中で変更するなんて

いう話もしていない中で、こういった形で、あと説明受けても我々はなかなか理解でき

ないんですよ。その部分だけご答弁いただきたいと思います。 

町 長（齋藤俊夫君）はい。執行部としても議会にご提案申し上げるもろもろの予算、特にこうい

うハードの復旧関係につきましては、できるだけ精度を高める中でご審議をいただくと

いうのが、これはやっぱり基本的なことだろうというふうに私も認識しているところで
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ございます。 

      ただ、ご案内のとおり、膨大な復旧対象箇所を抱えている中での査定というふうなこ

ともございましたので、先ほどご説明させていただきましたように、査定官からのお話

もある中での、とりあえず標準断面図を利用しての査定と、予算計上というふうなこと

で今日まで来ているわけでございまして、ある程度、一定程度時間が経過する中で業務

も尐しずつ安定軌道に乗りつつある中では、もっともっと精度を高めていかなくてはい

けないというふうには考えるわけでございますけれども、まず、あの混乱した中で膨大

な復旧箇所を抱えている中での対応というふうなこともございますので、ぜひご理解を

賜りたいというふうに思います。こういう案件がこのほかにもないように心がけたいと

いうふうに思いますけれども、いろいろ精査していく中で、またいろいろと工事費が増

嵩する場面もあろうかというふうに思いますので、よろしくお願いを申し上げたいとい

うふうに思います。 

１０番（岩佐 隆君）はい。全体の事業量、非常に多いというのは我々議会側としてもわかってい

るし、ただ、やはり事業を進める中で一つ一つの事業のやっぱり精度を高めながら事業

を進行していくと、そういう部分ではこれから私は必要だと思うんですよ。ですので、

今までは今までとしても、やはりきちっとこれから精度を高めながら予算の査定をして

いったり、そうすることによって事務量も尐なくなってきますし、きちっとした形の入

札、あるいは執行ができるという形なので、やっぱりもう一回、この辺できちっと査定

を含めた、あるいは事業費、どういった形できちっと執行できるのか、その辺も考えて

いただきながら予算執行なり、あるいは事業進捗に当たってほしいなということでござ

います。 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）これで質疑を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから討論を行います。――討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）討論なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから議案第３号平成２４年度山元町一般会計補正予算（第９号）を採決

します。 

      お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第８．議案第４号を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長（渡邊隆弘君）はい、議長。 

      それでは、議案第４号平成２４年度山元町介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いてご説明申し上げます。 
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      今回の補正予算は、債務負担行為の追加を行うものでございます。 

      １ページ並びに本日追加で配布いたしました補正予算補足資料５の１ページの方をご

覧ください。 

      第１表、債務負担行為追加でございます。介護保険システム保守に要する経費といた

しまして、保守業務を新年度４月から対応できるよう、期間を平成２４年度から平成２

５年度まで、限度額を２３５万７，０００円に設定するものでございます。 

      その内容等につきましては、介護保険の管理システム、保険料の管理から給付等の管

理を行っているシステムにつきましてソフトウエア、ハードウエアの保守をするもので

ございます。 

      以上、ご説明申し上げました。よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し

上げます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。――質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから討論を行います。――討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）討論なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから議案第４号平成２４年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第

３号）を採決します。 

      お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第９．議案第５号を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

上下水道事業所長（荒  勉君）はい、議長。 

      議案第５号平成２４年度山元町水道事業会計補正予算（第４号）についてご説明申し

上げます。 

      第２条でございます。平成２４年度山元町水道事業会計補正予算第４条の２に次の債

務負担行為を加えるものでございます。 

      水道施設定期点検業務委託でございます。期間、平成２４年度から平成２６年度まで

でございます。限度額、６３２万円でございます。これにつきましては、附属資料の６

ページに補正理由が書いてありますが、水道水源となる町内のポンプ室並びに配水池の

電気設備等の定期点検を行いまして突発事故の未然防止のため事前に契約行為をする必

要があることから債務負担行為を定めるものでございます。 

      次に、公用車リースに要する経費でございます。期間が平成２４年度から平成２５年

度まででございます。限度額でございますが、８１万９，０００円でございます。これ
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につきましては、派遣職員の現場用の公用車のリースの借り上げでございます。 

      よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。――質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから討論を行います。――討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）討論なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから議案第５号平成２４年度山元町水道事業会計補正予算（第４号）を

採決します。 

      お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第１０．議案第６号を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます 

上下水道事業所長（荒  勉君）はい、議長。議案第６号平成２４年度山元町下水道事業会計補正

予算（第５号）についてご説明申し上げます。 

      第２条でございます。平成２４年度山元下水道事業会計予算第３条中、震災減収対策

企業債２，０００万円を７，７８０万円に改めるものでございます。 

      第３条、予算第５条に次の債務負担行為を加える。山元浄化センター及び農業集落処

理場維持管理業務委託、期間が平成２４年度から平成２６年度まで、限度額、５，９７

０万円でございます。上平農集排処理場でございますが、震災後から災害復旧工事を進

めてきておりましたが、３月中に完成のめどが立ちまして、４月から本格化することか

ら運転管理、点検業務の債務負担行為を設定するものでございます。 

      次に、公用車に要する経費でございます。期間が平成２４年度から平成２５年度まで

でございます。限度額が１６３万８，０００円でございます。これも水道会計同様、派

遣職員の現場用公用車２台分でございます。 

      次に、第４条、予算第６条に次のように改めるものでございます。表の２段目の震災

減収対策企業債ですが、東日本大震災による下水道使用料収入の減尐等に伴いまして資

金不足手当てのため震災減収企業債の限度額を２，０００万円から７，７８０万円に引

き上げるものでございます。償還の方法、利率、償還方法などは記載のとおりでありま

す。 

      以上、よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。――質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから討論を行います。――討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）討論なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから議案第６号平成２４年度山元町下水道事業会計補正予算（第５号）

を採決します。 

      お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第１１．議員派遣の件を議題とします。 

      地方自治法第１００条第１３項及び山元町議会会議規則第１１９条の規定により、お

手元に配布のとおり、議員を派遣したいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、ただいまお諮りしましたとおり、議員派遣の件は決定されました。 

                                             

議 長（阿部 均君）この際、お諮りします。ただいま決定されました議員派遣の内容に今後変更

を要するときはその取り扱いを議長にご一任願いたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

よって、変更を要するときの取り扱いは議長一任とすることに決定いたしました。 

      以上をもって本日の議事日程は全部終了しました。 

      会議を閉じます。 

      これで平成２５年第１回山元町議会臨時会を閉会します。 

      大変ご苦労さまでございました。 

 

午前１１時０７分 閉 会 

                                             

上記会議の経過は、地方自治法第１２３条第１項の規定により事務局長渡邊秀哉の記

載したものであるが、その内容に相違ないことを証するために、同法同条第２項の規定

によりここに署名する。 

 

議  長                        

 

署名議員                        
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署名議員                        


